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印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
三

巻

第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

日

本
律
宗
に

お

け
る

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

　

律
宗
の

相
承
に
つ

い

て
、

イ
ン

ド
・

中
国
・

日

本
を
通

貫
し
て

述
べ

た

最
古
の

も
の

は
、

管
見

の

限

り
、

文
永
五

（

＝

エ
ハ

八
）

年
に

著

作

さ

れ

た

凝
然
（

一

二

四

〇

〜

；
＝

＝
）

の

『

八

宗
綱

要
』

「

律

宗
」

の

項
で

あ

る
。

そ
の

後
同
じ

く
凝

然
に

よ
っ

て

嘉

元
四
（

一

三

〇

六
）

年

に

著
作
さ

れ

た

『

律
宗
瓊
鑑
章
』

（
以
下

『

瓊
鑑
章
』

と

略）

巻
第
六

「

第

十

伝
持

相
承
」

、

同

時
期
の

著
作
と

考
え
ら

れ

る

『

律

宗
綱
要
』

二

巻

に
、

よ

り
詳
細
な
律
宗
の

相
承
が

説
か

れ

る

よ

う
に

な

り
、

こ

れ

ら

が

律
宗
史
の

基

本
と

さ

れ

て

ゆ

く
。

　

凝
然
の

律
宗
史
観
に

よ

る

と
、

釈
迦
が

説
い

た

律
は
、

根
本
分
裂
の

時
に

五
つ

に

分
派
し

、

こ

の

う
ち
の

「

曇
無
徳
部
」

の

律
で

あ
る

「

四

分
律
」

が

中
国
で

流

行
し

て
、

道
宣
を

開
祖
と

す
る

南

山

宗
、

法
礪
を

開
祖
と

す
る

相
部
宗

、

懐
素
を

開
祖
と

す
る

東
塔
宗
の

三

宗
が

並
び

立

つ

と

さ

れ

る
。

日

本
に

戒
律
を

伝
え
た

鑑
真
和
上

は
、

こ

れ

ら
の

中
、

南
山

宗
と

、

相
部
宗
を

承
け
て

お

り、

こ

れ

ら

を
折
中

し

た

も
の

を
日

本
に

伝
え

た
。

こ

の

う
ち

、

相
部
宗
は

、

法
礪
に

始
ま

り
、

満
意
が

出

て

隆

盛

を

極
め

る

と

さ
れ

る
。

満
意
の

弟
子
に

は
、

華
厳
宗
第
三

祖
の

大

谷

由

九

八香

賢
首
大
師
法
蔵
が

お

り
、

さ

ら

に

彼
は

鑑
真
に

授
戒
し
た

証
師
の
一

人

と

さ
れ

て

い

る
。

　

こ

れ

ら

律
宗
師
と
し
て

の

法
蔵

像
は

、

現
存
す
る

中

国

成
立

記
事
に

は

み

る
こ

と

が

で

き
な
い

。

本

稿
で

は

そ
う
し
た

法
蔵
の

姿
が

何
を
根

拠
と

し

て

描
か

れ

た

も
の

な
の

か

を

明
ら

か

に

し

た
い

。

　

　
一

　

凝
然
の

「

賢

首
大

師
法

蔵
」

像

（

一
）

相
部
宗
を

相
承
し

た

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

　

凝
然
は

、

法
蔵
を

相
部
宗
相

承
の

師
と

し

て

紹
介
し

て

お

り
、

そ
の

相

承
の

経
緯
を
『

梵
網
戒

本
疏
日
珠

鈔
』

巻
第
一

五

（

＝
一

七
六

年
記

、

一

二

八
三

年
再

治
）

に

以

下
の

よ

う
に

説
明

す
る

（

漢
文
中
の

訓
点、

丸

括
弧
内
の

挿
入

は

大
谷

に
よ

る

も
の

。

な

お

便
宜

的
に

文
中
に

番
号
と

傍
線
を

付
し

た
。

以

下

も
同

様
）

。

　

然
今
疏
主

賢
首
大

師、

与
二

素
律
師齟

（

11

懐
素）

同

時
行

化
。

 
魏
国

劉

　

原
寺
者、

大

周
則

天

大
聖
皇
后
之
所
建
立

。

彼
寺
総
有
二

東
西

両

・

一

満
意

　
｛

師
即
居
二

西
塔

→

懐
素
　
師
是
住
二

東
塔
司

 
 

ー
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弟
子

也
。

 
道
成

是
法
礪
疋

師
上

足

弟
子

也
。

 

ー

調
 
賢
首
大
師
創
ス
ニ

花
厳
于
道
成

律

師一
〈

此

　
二

法
伝
所
説
一
〉

、

稟’・
受
戒
尾

于

満
意
律
師

』

満
意
授
レ

之

観
音
寺
大
亮
律
師

。

大
亮
乃

与
二

賢

首
大
師一

是
同
学
也

。

大
亮
授
レ

之

曇
一

律
師

。

曇
一

授
レ

之
清
涼
澄
観
大
師

。

（

『

大
正
』

六
二
、

八

四

頁
中
〜
下
）

す
な

わ

ち

 
相
部
宗
開
祖
と

さ

れ

る

法
礪
の

弟
子
に
道

成
が

お

り
、

 

道
成
の

弟
子
に

は
、

満
意
と

懐
素
が
い

る
。

 
法
蔵
は

、

道
成
・

満
意

の

弟
子
で

あ

り
、

道

成
か

ら

華
厳
を

承
け

、

満
意
か

ら

戒
律

を

承
け

た
、

と
い

う
。

ま
た
『

四

分
戒
本
疏
賛
宗
記
』

巻
一

（
一
＝

二

〇

年
成
立
）

に

は
、

道
成
・

満
意
・

懐

素
・

法
蔵
の

関
係
が

、

以
下
の

よ

う
に

も
説

明
さ
れ

て

い

る
。

 
道
成
差

師
有
二

二

弟
子

』

一

日
一

満
意
一

二

日
二

懐
素

』

並
是

悟
解

鸞
鳳

。

秉
乗
龍
象
者
也

。

 
然

満
意
為
レ

法
心
重、
二＝
レ

徳
与
レ

人
。

道

成
便
作
二

礪二
」ー

レ

時
。

成

ム

不
レ

与
二

礪
疏「

記
4

是
故
素
ム

不
レ

識一

疏
意

』

魏
国
大
原
者

、

女
帝
則
天
皇
后
本
生

之
処

。

於
二

彼
生
処一

五

処
建
レ

寺
、

東
南
西

北

中
皆
名
二

太
原
寺
の

 
西
太
原
寺
有
二

東
西

両

塔
の

西

塔
是
満
意
冗

師

所
レ

居
、

　
　

口

是

瀏
田

。

余
伝

記
等
言
二

東
塔
律
師
西
塔
律
師一

者
即
此

入

也
。

 

 

ー
後
改
レ

名
西
崇
福
寺

。

（

『

日

蔵
』

四
一

、

＝
二

頁
上
）

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

 
道
成
は

、

『

法

礪
記
』

を
、

満
意
に

の

み

授
け

、

懐

素
に

は

与
え
な

か
っ

た
。

 
道
成
・

満
意
・

懐
素
・

法
蔵
は

、

い

ず

れ

も
西
太
原

寺
に

居
し

て

お

り
、

中
で

も

満
意
は

西

塔
に

、

懐
素
は

東

日

本
律
宗
に

お
け
る

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

（

大
　
谷∀

塔
に

居
し
て

い

た
。

法
蔵
は

満
意
の

「

親
度
の

門
入
」

で

あ
り

、

自
身

も
常
に

西
塔
に

住
ん

だ
、

と

さ
れ
る

。

　

こ

れ

ら
の

資
料
の

他
に

も
、

『

梵
網
戒
本
疏

日
珠
鈔
』

巻
第
三
（
一

二

七
六

年
記、

一

二

八

三

年
再
治

、

『

大
正
』

六
二

、

二
一

頁
上
）

、

同
巻
第
一

八
（

同

年
記、

】

二

入

二

年
再
治

、

『

大
正
』

六
二

、

九

八

頁
中
）

、

『

五

教
章
通

路
記
』

巻
第
一

（
一

三

〇

〇

年
成
立
、

『

大
正
』

七
二
、

二

九

六
頁
上
）

、

『

律

宗
瓊

鑑
章
』

巻

第
六
（

＝
二

〇

六

年
成
立、

『

仏
全
』

一

〇
五

、

三

四

頁
上
）

、

『

律

宗
綱

要
』

巻
下
（

＝
二

〇

六

年
頃
成
立

、

『

大
正
』

七

四、

一

六

頁
中
）

な

ど

に
、

「

相
部

宗
満
意
の

弟
子
で

あ
る

法

蔵
」

像
が

説
か

れ
て
い

て
、

凝
然
が

多
く
の

典
籍
に

、

相
部
宗
相
承
の

師
と

し
て

の

法
蔵
の

姿
を

喧

伝
し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

（

二
）

鑑
真
受
戒
時
の

証
師
と

し

て

の

「

賢
首
大
師

法
蔵
」

　

さ
ら
に

凝
然
は

、

例
え
ば

『

五

教

章
通
路
記
』

巻
第
一

に

お
い

て
、

『

五

教

章
』

著

者
の

法

蔵
が

、

鑑
真
授

戒
時
の

証
師
で

あ
っ

た

と

主

張

し
、

日

本
戒
律
に

お

け
る

法
蔵
の

重

要
性
を
指
摘
し
て

い

る
。

聖
暦
二

（

六

九

九
）

年
。

歳
次
己

亥
。

十
月
八

日
。

大
師
奉
詔

。

於
二

仏
授

記
寺
の

講
二

新
花
厳
の

至
二

花
蔵
世

界
品

の

講

堂
及

寺
中
地

皆
震
動

。

鋼ー
六
十

六
也

。

（
『

大
正
』

七
二

、

二

九

六

頁
下
）

こ

れ

と

同

様
の

説
明
は

、

清
算

『

梵
網
経
上

巻
古
迹
記
綱
義
』

巻
一

中

に

引
用

さ

れ

た

『

梵

網
上

巻
古
迹

修
法
章
』

2
二

八

三

〜
一

二

九
六

年

間
に

成

立

か
p・
）

逸
文
（
『

日

蔵
』

三

八
、

一

七

頁
上

〜
下
）

の

他
、

後
に

九
九
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日

本
律
宗
に

お

け
る

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

（
大

　
谷）

紹
介
す
る
二

つ

の

資
料
に

見
る
こ

と

が
で

き
る

。

二

　
凝
然
の

「

賢
首

大
師
法
蔵
」

像
の

根
拠

　

鑑

真
受
戒
の

時
の

証
師
の
一

人

が

法
蔵
で

あ
っ

た
、

と

凝
然
が

説
く

根
拠
は

「

梵
網
戒
本
疏

日

珠
鈔
』

巻
第
三

（
一

二

七

六

年
記

、

一

二

八

三

年
再
治）

に
、

以

下
の

よ

う
に

語
ら

れ

る
。

鑑

真

和
尚
受
具
之

時
、

奉
二

請
賢

首
大

師一

以一

為
七

証
之
一

。

戒

律
芳
芬
彼

此

通

液
耳

。

（

中
略）

鑑

真
和
尚
受
具
足
之

時
、

賢
首

大
師
居
一
七

証

位
の

蜘

彼
広

伝
上

云
「

奉
請
西

京
荷

恩
寺
大
徳
法
蔵
∠

師

為
尊
証
師
」

。

（

『

大

正
』

五
二
、

二

二

貝
上
）

す
な
わ

ち

凝

然
は

「

彼
の

広
伝
」

に

「

奉
請
西
京
荷
恩
寺
大
徳
法
蔵
律

師
為
尊
証
師
」

と

挙
げ
ら
れ
て

い

る

こ

と
の

み

を

根
拠
と

し

て

い

る
こ

と

が

わ

か

る
。

「

彼
（
11

鑑

真
）

の

広

伝
」

と

は
、

現
在
に

は

散
逸

し

て

残
ら

な
い

思
託

「

大

唐
伝
戒

師
僧
名
記
大
和
上

鑑

真
伝
』

三

巻
（
以

下

思

託
『

広

伝
』

と

略
）

で

あ
ろ

う
。

思

託
『

広

伝
』

の

内
容
は

、

『

華
厳

二

種
生

死

義
』

巻

第
四
（

＝

天
○

年
成
立
）

紙

背
に

、

よ

り
詳
細

に

語

ら

れ
て

い

る
。

又
鑑

真
大
師
受
具
之

時
、

奉
請
十
師
等

、

亦
是
満
意
律
師
弟
子
也

。

所
謂

荊

州
玉

泉
寺
弘
景
律
師
・

西
京
惣

持
寺
儀
律
師
・

西

京
薦
福
寺
道
岸

律
師
・

荊

州
楊
渓
寺
俊
律
師
・

西

京
崇
福

寺
大
徳

律
師
・

西

京
崇
聖

寺
聞
恵

律
師
・

四

京
荷
恩
寺
法
蔵！．

師
・

西
京
荷
恩
寺
円

律
師
・

西

京
薦
福
寺
恒
律
師
・

西

京

薦
福
寺
志
律

。

彼
列
二

此

卜
二

人

大
徳一

已

惣
嘆
云

、

「

已

諸
徳
各
研
二

精
∠

蔵」

一

〇

〇ー
　
レ

矢
三

誰

　
、

　
一

但

見
二

列
次一

中
、

弘
景
律
師
是
南
山

大
師
弟
子
、

儀
律

師
即
満
意
律
師
伝
法
輩
之

随
一

也
。

道
岸
律
師
宗
承

二

文
綱

律
師ハ

礼
律
師

是
学
一
首
律
師
疏
講
説一

之
弟
子

也、

綱

律
師
学
二

相
部
疏

」

此
則

非
二

文

綱
→

文
綱
是
別
人

耳
、

行
状
既

別
、

俗
年
亦
異
〈

彼
九
十
二
、

是
九

十
九
〉

、

志

律
師
講
二

五

分
律一

削

ー

弟
子

。

（
安
藤
更
正

『

鑑

真
大

和
上

之

研
究
』

平
凡

社
、

一

九
六

〇
、

五

三

〜
五

四

頁
）

こ

れ
に

よ

れ

ば
、

思

託

『

広

伝
』

に

は
、

鑑

真

受
戒
の

師
と

し

て
、

十
二

人

が

列
ね

ら

れ
て

い

る

の

み

で
、

「

西

京
荷
恩
寺
の

法

蔵
」

11

賢

首
大

師
で

あ

る

と

は

断

定
で

き

な
い

。

さ
ら

に

は

そ
の

十
二

人
は

、

「

皆
こ

れ

首
律

師
・

満
意
律
師
の

弟
子
な

り
」

と

解
説
さ

れ

て

い

る

も

の

の
、

誰
が
ど

ち
ら

の

弟
子
な
の

か
、

と
い

う
こ

と

に
つ

い

て

は

述
べ

ら

れ

て

い

な
い

よ

う
で

あ
る

。

凝
然

は
、

手
持
ち
の

伝
記
な
ど

を
元
に

し

て
、

弘
景
を

は

じ

め

六

名
の

師
や

学
問
の

系
統
に
つ

い

て

特
定
を
し

た

も
の

と

考
え
ら

れ

る

が
、

他
の

者
に
つ

い

て

は
、

「

自
余
の

諸
人

は

あ
き的

ら

か

に

は

指
さ

ず
と

雖
も

、

ま
た

多
く
は
こ

れ

意
師
の

弟
子
な
る

べ

し
」

と
、

よ

く
わ

か

ら

な
い

ま
ま
に

、

満
意
の

弟
子
で

あ
ろ

う
、

と

結

論
づ

け
て

い

る
。

　

確
固
た

る

典
拠
が

示
さ

れ
て

い

な
い

と
こ

ろ

を
み
る

と
、

相
部
宗
を

相

伝
し

、

鑑

真
の

授
戒
証
師
と

し

て

活
躍
し

た

賢
首
大
師
法
蔵
像
を
作

り
上
げ
た

の

は
、

凝
然
で

あ
る

可
能
性
が

高
い

。
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三

　
中
国

成
立

資
料
が

語
る

「

賢
首
大

師
法

蔵
」

像

（

一
）

各
種
法
蔵
伝

　

実
際
に

中
国
成
立

の

資
料
上
に

、

上

記
の

よ

う
な
法
蔵
の

姿
を

認
め

る
こ

と

は

難
し
い

。

各
種
あ
る

法
蔵
伝
に

つ

い

て

は
、

小
林
実
玄

「

華

厳
法
蔵
の

事
伝
に

つ

い

て
」

（

『

南
都
仏

教
』

第
三

六
号

、

一

九
七

六
）

、

吉

津
宜
英
「

法
蔵
伝
の

研
究
」

（
『

駒

澤
大

学
仏

教
学

部
研
究

紀
要
』

第
三

七

号
、

一

九
七

九
）

に

詳

細
に

検

討
さ

れ

て

い

る
が

、

法
蔵
の

鑑

真
へ

の

授
戒

記
事
が

、

凝
然
の

著
作
に

し

か
見
ら

れ

な
い

こ

と

は
、

吉
津
氏
に

よ
っ

て

す
で

に

指
摘
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

ま

た

さ
ら

に

は
、

相
部
宗

相
承
の

師
と

し

て

の

法
蔵
の

姿
も

、

他
の

法
蔵
伝
に

は

全

く
描
写
さ

れ

る
こ

と

が

な
い

。

　

た
だ

し
、

法
蔵

伝
の

中
に

は
、

法
蔵
と

西

太

原
寺
の

道
成
と
の

関

係

に
つ

い

て

触
れ
た

記
事
を

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

そ
の
一

つ

は
、

胡

幽

貞
刊

纂
「

大

方
広
仏

華
厳
経
感
応

伝
』

（

七
入

三

年
成
立
）

で

あ

り、

以

下
の

よ

う
に

、

法
蔵
と

道
成
の

関
係
性
を

説
く
。

垂
拱
初
年

、

有
二

中
天

竺
三

蔵
法
師

日

照
ハ

遠
将
二

梵
典　

来
此
伝
訳

。

高
宗

詔
太
原
寺
安

置
、

召
二

集
京
城
大
徳
僧

司

共
訳
二

大

華
厳
密
厳
等
十

余
部
経
司

僧
道
成
・

薄
塵
・

円
測
・

意
応
等
証
義

。

複
礼
・

思
玄

等
執
筆

。

恵
智
等
訳

語
。

時
華
厳
蔵
公

在
レ

寺
。

（

『

大
正
』

五
一

、

一

七

五

頁
中
）

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

太

原

寺
に

迎

え

ら
れ

た

イ

ン

ド

僧
日

照
の

訳
場
で

、

証
義
を

務
め

た

の

が

道
成
で

あ
り

、

こ

の

漢
訳
事
業
が

進
め

ら

れ

て

い

日

本
律
宗
に
お

け
る

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

（
大

谷
）

る

同

時

期
に
、

法
蔵

も
太

原
寺
に

い

た

と

さ
れ

る
。

同
内

容
の

記
事

は
、

澄

観
述

『

大

方
広
仏
華

厳
経
随

疏
演
義

鈔
』

巻

第
一

五
（
七
九
六

年
頃
成
立

、

『

大

正
』

三

六
、

＝

三

頁

中）

に

み

ら

れ
る

。

　

法
蔵
が

太

原
寺
に

入
寺
す
る

経
緯
は

、

崔
致
遠

結
『

唐
大
薦
福
寺
故

寺
主
翻
経
大

徳
法
蔵
和
尚
伝
』

（
九
〇

四

年
成

立）

に

詳
し
い

。

　

第
三

科
口

。

及
総

章
元
年

、

儼
（
11

智
儼）

将
化
去

、

蔵
（

11
法
蔵）

猶

居

　

俗
〈

時
年
二

十

六
〉

。

儼
乃

累
二

道
成
・

薄
塵
二

大
徳皿

日
。

「

此

賢
者
注
レ

意
二

　

於
華
厳
冶

蓋
無
師
自
悟

。

紹
二

隆
遺
法・

其
惟
是
人
」

。

幸
仮
余
光
俾
沾
制
度

。

　
至

二

成
亨
元
年一

〈

蔵
年
二

十
八
〉

、

栄
国

夫
人

奄
帰
二

冥
路

。

則
天
皇

后

広
樹

　

福
田

度
人

。

則
択
一
上

達
僧
一

捨
レ

宅
乃

成
二

太
原
寺
ゆ

於
レ

是
受
二

顧
託一

者
連

　

鬻
掴

。

帝
諾

。

（
『

大
正
』

五

〇
、

二

八
一

頁
中
）

法
蔵
は
二

十
六

歳
の

い

ま
だ

在
家
の

身
分

だ
っ

た

時
に

、

す
で

に

智
儼

か
ら

華
厳
を

相
承
し

て
い

た
。

智
儼
は

生
前

、

道
成
・

薄
塵
の

二

人

に
、

怯
蔵
の

才
能
に
つ

い

て

語
っ

た

こ

と

が

あ
り
、

二

人

の

推
薦
に

よ
っ

て

法
蔵
は

太
原

寺
に

入
る

こ

と

に

な
っ

た
と

い

う
。

　

こ

の

よ

う
に

、

法
蔵
伝
か

ら

は
、

法
蔵
が

西

太
原

寺
に

入

り
、

道
成

と

交
流
し
て
い

た

こ

と

を

知
る

こ

と

が

可

能
で

あ
る

。

（

二
）

道
成
関
連

記
事

　

凝
然
に

よ
っ

て

法
蔵
の

華
厳
の

師
と

さ

れ

る

道
成
の

伝
記
は

、

賛
寧

等
撰
「

宋
高
僧
伝
』

巻
第
一

四

「

唐

京
兆
恒
済
寺
道
成
伝
」

（
九

八
八

年

成
立
）

に

ま
と

ま
っ

て

み

る

こ

と
が
で

き
る

。

釈
道
成
者

、

不
レ

知
二

何
許
人一

也
。

居
二

於
天
邑
一

演
二

彼
・

乗
の

戒
月
揚
レ

光

円
而
不
レ

欠。

徳
瓶
告
レ

実
満
而
不
レ

傾
。

当
二

顕
慶
中
一

敷
二

四

分
一

宗一

有
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日

本
律
宗
に

お

け
る
「

賢
首
大
師
法
蔵
」

（
大
　
谷）

レ

同
二

霧
市
司

時
文

綱
律
匠

、

雖
三

先

　
一
澄
照
大
師一

後
習一
詫

文ハ

乃
登
二

成

　

之
堂

奧一

矣
。

又

懐
素
著
述

皆
出
二

其
門

』

垂
拱
中
日

照
三

蔵
訳一

顕

識
等
経

の

　
天

后
詔

二

名
徳

十
員一

助
二

其
法
化→

成
与
二

明
恂
嘉
尚一

同
預
二

証
義

司

由
レ

是

　

声
飛
一
神
甸一

位

茸

方
壇
4

謂
レ

之
梧
桐

多
棲」

鳳
鳥

。

謂
レ

之

芳
沚

頗
秀
二

蘭

　

叢
4

門
生

孔
多
無
レ

過
二

此

集一

然
不
レ

詳

終
所

の

〔
『

大

正
』

五

〇
、

七

九
一

　

頁
中
〜

下）

こ

の

記
事
を

略
述
し
た

と

考
え
ら

れ

る

も
の

に
、

曇
韲
述

『

新
修
科
分

六

学
僧
伝
』

巻
第
二

（
一

三

六

六

年
述
の

自
序
あ

り、

『

新
纂
続
蔵』

七

七
、

二

七

四
頁
下）

の

記

事
が

あ
る

。

こ

れ

ら

の

記
事
か

ら

は
、

道
成
の

弟

子
に

は

文
綱

、

懐
素
が
い

た

こ

と

が

明
ら

か
で

あ
る

。

ま
た

そ
の

讃
文

か

ら
は

、

道
成
が

華
厳
で

は

な
く
戒
律
の

師
と

し
て

尊
ば

れ

て

い

た
こ

と

が
わ
か

る
。

（

三
）

懐
素
関
連
記
事

　

凝
然
に
よ
っ

て
、

道
成
か

ら

『

法
礪
記
』

を
相
伝
さ

れ

る
こ

と

が

な

か
っ

た
と

伝
え
ら

れ

た

懐
素

の

伝
は

、

円
照

撰
『

貞

元
新

定
釈

教
目

録
』

巻
第
一

二

（
八
〇

〇

年
成

立
）

に

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
沙
門
懐
素

。

俗
姓

范
氏

。

京
兆

人
。

世

襲
冠
冕

。

貞
観
十
九

年
出
家
師
奘
法

　
師
（
11

玄
奘）

為
乙

弟
子

訥

而

立

性
聡

敏
専
尋
二

経
論
』

進

具
之

後
偏
士

『
毘

　
尼

→

　
齟

道
成
律
師

学
一
四

分
疋

詛

不
レ

淹

時

序
而
為
二

上

首
謁

先
居一・
弘
済一

　

瀚
学

侶
雲
奔
教
授
無
レ

輟
。

以
一

先
徳

所
集一

多
不
レ

依
レ

文
率
レ

己

　
私
見
妄
生
二

増
減

司

遂
乃

檢
二

尋
律
蔵一

抄
二

出

戒
心

羯
磨
4

但
取
二

成
文一

非
二

　
妄

穿
鑿
』

可
レ

謂
嗣
二

徽

迦

葉
・

継
二

軌
波

離
一

而

巳

焉
。

又
別

撰
二

四

分

記

　
抄
，

兼
経
論
疏
記
等
五

十

余
巻゚

行一

於
代
の

（

『

大
正
』

五

五、

八

六

五

頁
上
）

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

懐
素
は

も

と

玄
奘
の

弟
子
で

あ
り

、

後
に

道
成
の

上

一

〇
二

首
の

弟
子

と

な
っ

て

西
太
原
寺
に

住
し
た

と

さ

れ

る
。

道
成
の

伝
記
類

に

も

語

ら

れ

て

い

た

が
、

中
国
に

伝
承
さ
れ

る

説
で

は
、

懐
素
こ

そ

が

道
成
の

弟

子

と

し

て

有

名
で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

（

四
）

満
意
関
連
記
事

　
一

方
、

凝
然
に
よ
っ

て

道
成
か

ら

『

法
礪
記
』

を

授
か
っ

た

と
さ

れ

る

満
意
は

、

凝
然
が
閲
覧
し

た

可
能
性
の

あ
る

資
料
中

に
、

ま
と

ま
っ

た

伝
記
は

存
在
し
な
い

。

し

か

し
、

大

覚
撰

『

四

分
律
鈔
批
』

巻
第
二

本
（
七
一

二

年
成
立）

に

は
、

満
意
が

「

西
塔
満
意
律
師
」

（

『

新
纂
続
蔵
』

四
二
、

六
三

二

頁
下
）

と

表
現
さ

れ
て

お

り
、

賛
寧
等
撰

『

宋
高
僧
伝
』

巻
第
一

四

「

唐
京

師
崇
聖

寺
文
綱

伝
」

（
九

入

八

年
成
立
）

に

は
、

文
綱

の

葬

儀
に
、

懐

素
と
共
に

出
席
す
る

満
意
の

姿
を

確
認
す
る

こ

と

が

で

き
る

（

『

大

正
』

五

〇
、

七

九
二

頁
中
）

。

「

西

塔

満
意

律
師
」

の

呼
び

名

に
つ

い

て

は
、

東

塔
懐
素
と

思
想
的
に

対
立

し

た

こ

と

を

指
示
す
る

も

の

で

あ
ろ

う
と

考
え
ら

れ

る

が
、

あ
る

い

は
こ

の

記
述

を

も
と

に

凝
然

が
某
寺
の

西
塔
に
い

た

満
意、

と

理

解
し

た

可

能

性
は

否
め

な
い

。

ま

た

少
な
く
と

も
満
意
は

、

文
綱
を

通
じ

て

懐
素
と

面

識

が

あ
っ

た

と
も

言
え

そ
う
で

あ
る

。

　

ま

た

凝
然
在
世
時
よ

り
後
世
の

成
立
で

あ
る

曇
靈

述

『

新
修
科
分
六

学
僧
伝
』

巻
第
一

七
（

＝

三
ハ

六

年
述

の

自
序
あ
り〉

に

は
、

以

下
の

よ

う
な
満
意
の

伝
記
が
掲
載
さ

れ

て

い

る
。

　

唐
満
意。

史
未
レ

詳
二

其
姓
氏
』

郷
里

武
徳
之
季

、

 

ー
桐

　
レ

疏
解
二

曇
無
徳
Z・
』

意
遂
樞
衣

従
レ

之
。

見
聞
既
博

。

造

詣
亦
深

。

於
レ

是
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致
二

徒
講

導一

者
、

余
三

十
載

。

 
而

　
音
大

亮
．

越
州

曇
一
、

出
二

其
門
一

翼
。

（

『

新
纂
続
蔵
』

七
七
、

二

二

一

頁
中
）

後
世
の

成
立

と

は
い

え
、

そ

れ

ま
で

の

伝
承
に

基
づ

い

て

こ

う
し

た
伝

記
が

作
成
さ
れ

た
こ

と
を

鑑
み

れ

ば
、

そ
の

記
述

内
容
が

凝
然
に

影
響

を

与
え

な
か
っ

た

と
も

言
い

切

れ

な
い

。

し

か

し
こ

れ

ら
の

記
事
を
総

合
し

て

も
、

「

西
太

原
寺
に

住
し

、

道
成
を

師
と

し

て
、

法

蔵
を

弟
子

に

持
つ
」

と

い

う
凝

然
の

語
る

「

満
意
」

像
は

語
ら

れ
て

い

な
い

。

　
こ

の

よ

う
に

凝
然
が

語
る

「

法
蔵
」

像
は

、

そ
の

よ

う
に

想
像
し
よ

う
と

思
え
ば
で

き
る

片
鱗
は

あ

り
な

が

ら

も
、

中
国
の

記
事
上
に

確
実

な
形
で

は

確
認

で

き
な
い

。

ま
と

め

　

相
部
宗
を

相
承
し

、

鑑

真
の

授
戒
証

師
と

し

て

活
躍
す
る

賢
首
大
師

法
蔵
の

姿
は

、

直
接
的
に

は

思
託

『

広
伝
』

の

内

容
を

、

間
接
的
に

は

中
国
成
立

の

各
伝
記
な

ど
の

資
料
か

ら

想
像
を
膨
ら
ま

せ

て

創
作
さ
れ

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を

確
認
し
た

。

ま
た

、

そ
の

制
作
者
は

凝
然
と

見

て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

凝

然
の

理

解
に
よ

れ

ば
、

相
部
宗
は

華
厳
学
と

と

も
に

相
承
さ
れ

た
、

と

み

る
こ

と

が

可

能
で

あ
る
こ

と

に

も
注
意
し
た

い
。

　

こ

う
し

た

凝
然

の

相
承
理
解
は

、

後
に

西
大
寺
系
・

戒
壇
院
系
の

律

宗
相
承
理

解
に

影
響
を
与
え
て

い

る
。

例
え

ば

叡
尊
が

関
東
へ

下

向
し

た

時
の

日

記
で

あ
る

『

関
東

往
還
記
』

に

裏
書
き

さ

れ

た

系

図
に

は
、

日

本
律
宗
に
お

け
る

「

賢
首
大
師
法
蔵
」

（
大
　
谷）

満
意
か

ら

法
蔵
へ

至
る

相
部
宗
相
承
の

理

解
が

記
さ

れ

る
（

奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
監

修
『

西
大
寺
叡
尊
伝

記
集
成
』

の

う
ち

、

第
四

表
・

十
一

表
・

＋
五

表）

し
、

江
戸
期
に

入
っ

て

か

ら

東
大

寺
の

僧
に

よ
っ

て

編

纂
さ
れ

る

『

伝
律
図
源
解
集
』

、

『

律
苑
僧
宝

伝
』

も
ま
た
、

凝
然
の

理

解
を
反
映
さ

せ

た

記
述
に

な
っ

て

い

る
。

〈

付
記
〉

本

稿
は

平
成
二

十
三

年
三

月
十
二

日
に

開
催
さ

れ

た

第
九

回

戒
律

文
化
研
究
会
で

報
告
し

た

内
容
の
一

部
を

も
と

に

作
成
し

た
。

当
該
報
告
内

容
は

、

『

戒
律
文
化
研
究
』

第
九

号
に

掲
載
予

定
で

あ

る
。

（
本
稿
は

平

成
二

十
六

年
度
科
研

費
研
究
課
題

番
号
凵

12J40116

（
特
別
研
究
員
奨

励
費）

「

中
世
後
期
に

お

け
る

戒
律
研
究
の

展

開
」

に
よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

凝
然
、

法
蔵

、

相
部
宗

、

律
宗、

鑑
真

、

華
厳
宗

　
　
（

日

本
学

術
振

興

会
特
別
研
究

員）

一

〇

三

一 655一
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